
かかえていた課題

人材を主とし、ものづくりを通じて社会に貢献する企業。
ITツールで経営・生産現場の見える化を実施。

有限会社 山本精機

住所 ：鳥取県岩美郡岩美町浦富610-7

創業 ：1974年1月

設立 ：1984年4月

資本金 ：900万円

従業員数：49人（2022年12月 現在）

ＨＰ ：https://yamamoto-seiki1974.jp/

業種 ：製造業

(有)山本精機は人材を主とし、ものづくりを通じて技術・品質・環境の向上を図り、社会に貢献することを

目指している機械部品加工企業。

IT導入補助金で財務会計システムを導入し、経営状況の見える化を実現した。これを契機として、生産現場

でのさらなるIT投資を行い、現場がリアルタイムで在庫状況や機械・工具状況を把握することなどができるよ

うになり生産性の向上を達成。

経理を別会社に委託していることから、仕分け内容など細かな経理内容把握のために、委託先に出向いたり、

電話などで問い合わせなければならなかったため、リアルタイムで細かな状況を把握することが難しかった。

経理を別会社に委託しており、リアルタイムでの把握が難しかった。



ITツールを知ったきっかけ 導入したITツール

企業から一言

取組・効果

財務会計システム（令和３年度導入）

導入ベンダー：株式会社TKC

ソフト名 ：FX4クラウド

顧問税理士から、経理内容をリアルタイムで的確

に把握できるとの説明を受け、クラウド上でデータ

を管理する財務会計システムを紹介された。

実際に使ってみると、毎月の売上状況の把握などを逐次・的確に行えるよう

になり、即座に現状を把握して次の対応が取れるようになった。

リアルタイムでの経営把握

自己費用で更なるシステムを導入

財務会計システムの導入により会計部門での生産性向上が図れたことを契機

として、今まで手書きで行っていた工程をタブレット入力等で行うようにする

など、生産現場にも在庫、機械・工具管理ができるシステムを導入した。新し

い方式に慣れるための時間はかかったが徐々に使いこなせるようになり、今で

は生産性の向上に大きく寄与している。

ITツールの積極的な活用により、職場での働き方改革、DX推進に会社全体で積極的に取り組んでいます。当

社の理念は人材を主とし、ものづくりを通じて社会に貢献する企業となることです。ITツールの更なる活用に

より、岩美町から高品質・高性能な製品を生み出していきます。

顧問税理士からの提案


